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ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 

新緑の広瀬川となり、仙台恒例の青葉祭りが間近です。いかがお過ごしでしょうか。 

昨年末、県土木事務所が着工した郡山堰左岸魚道改修工事が完成しました。昨年実施したアンケート調査では、

広瀬川にアユがいないため、大部分の釣り人が広瀬川を見限って他県の河川に行っていることが分かりました。

今後、市民行政協働による取り組みと、郡山堰上流にある愛宕堰魚道改修後の魚道を利用し、大量のアユが登り、

また、仙台の風物詩となっていた広瀬川の釣り人の光景が見られることを期待しています。 

４月２１日、桜満開の八幡地区広瀬川で２００名に上る市民参加による４回目の一斉清掃を実施しました。私は、

芋沢川上流の沢周辺の清掃に携わり、山道沿いの沢周囲の不法投棄によるテレビ、冷蔵庫、電子レンジ、家具、

マット、タイヤ、ビニールなど大量のゴミを収集。半ば土に埋もれて積層し、散乱する惨憺たる状況でした。ゴ

ミ類はこの地区だけで２ｔトラック４台分回収。合計３０トンにもなりました。因みに昨年は廃車２台を含め２

０トン。問題は、流域全域には清掃しても残存と増えるゴミ。清流広瀬川とは逆にかけ離れている現状なのです。 

放置された大量のゴミは出水時に下流に押し流され、広瀬川本流へと流下。環境保全上、緊急の不法投機対策が

必要なのです。昨年、本会はゴミを捨てられる道路、河川の管理者（仙台市）に対策を講じるよう文書で提出し

ましたが、何ら回答がありません。今回清掃時にも状況検分のため参加を求めましたが、市の担当者は予定がな

いからと拒否。市だけが不参加でした。市には「不法投棄をなくす行政責任を果たすように」。また管理者責務

の放棄とも取られると抗議しました。しかも市民協働とは責務分担のはずと。これらの対策申し入れに対しても、

暖簾に袖押し。私は最近何故か、市には玉ねぎを想像しています。「剥いても剥いても皮ばかり」。（日下記） 

  

＜報 告＞ 

・４/１４（土）広瀬川清掃 広瀬橋地区 

一般市民も参加し、清掃後に広瀬川河畔で花見会を開催しました。収集ゴミ６０袋、参加者３８名。 

・４/２１（土）広瀬川及び支川周辺清掃（奥田建設共催）八幡地区、広瀬川、支川綱木地区沢一帯の清掃 

 建設関係者、市民で広瀬川流域の清掃。終了後に奥田建設の広瀬川河畔駐車場にある満開の桜の下で弁当

を食べました。その後、大国神社のカタクリ山野草を見学。収集ゴミ３０トン、参加者２００名。 

・４/２５（水）例会 太白区中央市民センター 第一小会議室 活動予定 総会議案 

   理事会と総会の開催内容、懇親会、来賓招待などについて協議しました。 
＜予 定＞  

・５/１２（土）１０時～ 旧笊川清掃 大野田小学校北側 ホタル翔ぶ川づくりを目指して行います 

・５/２４（木）１８時～２１時 太白区中央市民センター 地下展示ホール 定時総会 

・６/９（土）午前１０時～ 広瀬川清掃 広瀬橋地区  

参加者募集         

５月１２日（土）午前１０時～正午「大野田ホタルの里づくり」旧笊川清掃 大野田小学校北側 駐車可  

ホタル再生を目指す地域町内、大野田小学校連携の活動です。 

        清掃後にホタル幼虫を放流しますので、興味のある方は、ぜひお待ちしています。 

６月 ９日（土）午前１０時～正午広瀬川清掃 広瀬橋地区 

6/9～6/10  上記清掃後「湯田川ホタルツアー」かけ流し温泉と孟宗竹、ホタルの乱舞の旅（実費） 

第６回通常総会 

５月２４日（木）午後６時３０分～ 太白区中央市民センター 地下展示ホール （地下鉄長町駅） 

        昨年実施した広瀬川調査報告/１８年度報告・１９年度計画・懇親会（会費３千円） 

        ５時３０分準備開始・６時理事会（対象者は時間までにご出席を） 

＜連絡先＞ＮＰＯ法人広瀬川の清流を守る会 〒982-0011仙台市太白区長町1-7-32 

電話022-247-6522（昭和宅建内）ファックス022-290-3205 e-mail info@hirosegawa.com 

 


